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抗凝固療法、ビスホスホネート系薬剤の
適正使用に向けて
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作成のきっかけは
2012年9月に行われた朝霞地区医学会において「抗凝固薬につい

て」というテーマで会場のオーディエンスを交え、医師、歯科医師、薬剤

師がパネルディスカッションを行った

抗凝固薬中止に伴う血栓、梗
塞等の発症は致死的状況を

招くリスクにもなる。

できる限りの継続投与が望ま
れる。

抗凝固薬中止をしなく
ても抜歯は可能だが、
一定の検査値をクリ
アしていることが必須。

抗凝固薬処方調剤時の
チェック事項として、残薬
数・検査値等の情報を確認

したい。

薬剤師医 師

抗凝固療法実施中患者の安全と
安心の為、三師で連携が取れるようなツール

があれば・・・

歯科医師



薬物治療の安全と安心を確保するのは私たちの役割

①三師で連携が取れるようなツールを作成する

②その普及、推進方法について検討する

1) お薬手帳を利用したい

2) 手帳を見たらすぐわかることが大切

3) 連携には処方医名や連絡先もわかりやすく

まず、薬剤師会が動きました

第1回 連携ツールの検討会



一目でわかるピクトグラムを作って貼ろう！！

更に、処方医名、連絡先とを記入する ツールもあると良いかも・・・・

抗血栓薬使用中シール
（血のシール）

抗血栓薬使用中の方へシール
（抗血栓薬シール）



BP製剤による顎骨壊死も、情報の共有が大切

⇒連携が必要と考え、同様にピクトグラムでツールを作成した

BP製剤使用中シール
（骨のシール）

作成したツールは左記の
ように、お薬手帳の表紙
及び裏表紙に貼付する

口腔ケアの
指導が重要

検討する中で、実はこっちも重要という意見が出て・・・



地区薬剤師会内にピクトグラムシール普及部会を設立。

２～３カ月に一度会議を行い、ピクトグラムシールの運用方法、普及、

推進方法について検討した。

これまで

① 朝霞地区医師会、朝霞地区三師会、薬剤師会が開催する勉強会、
講演会、等で繰り返し説明会を行った

② 日本薬剤師会学術大会、（一社）埼玉県薬剤師会学術大会、
（一社）所沢市薬剤師会学術講演会など、広くこの事業について
講演・発表を行った

③ 病院・医院・薬局への掲示用ポスター作製

普及と推進についても検討会を重ねて



待合室に掲示してもらいました



 ＢＰ製剤服用患者⇒可能であればピクトグラムシールに
初回投与日を記載

薬剤師がすべきこと

検査値確認の啓発

 ワーファリン服用患者から、検査値（PT-INR）を聴き取りお薬手帳に
記載

 抗トロンビン阻害薬、Xa阻害薬服用患者から、検査値（ 血清Cre又
はCcr）を確認し、お薬手帳に記載

 お薬手帳の表紙、裏表紙にピクトグラムシールを積極的に貼付する



1）薬剤師が貼付、記載したシール、検査値を確認

2）患者に必ず検査値を告知、提示する

ＰＴ-ＩＮＲ値・採血日

処方内容
シール

ＣＣｒ・採血日

処方内容
シール

医師・歯科医師がすべきこと

こんな声かけがうれしいです 検査結果は薬局で薬剤師さんに
見せておいてね



患者にも説明

 ポスターは三師会会員施設に配布

 患者向けのピクトグラムシール説明ツールを作成して、薬

局での説明に利用する
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良かった点

 患者側からの問い合わせがあり、患者自身の薬に対する意識及びリスク管理の向上

がうかがえ、それに伴いお薬手帳の持参率につながる

 多職種からの問い合わせがあり、医師・歯科医師だけでなくコメディカルでの連携が期

待できた

 薬剤師が検査値を意識して安全管理を行うきっかけとなった

改善点

 患者が治療に対して不安を持ってしまった

 もっとも影響の大きいＢＰ製剤の静脈投与を見落としがち

お薬手帳は医療情報を共有する唯一患者が携帯する「カルテ」です。
患者の安全と安心の為、お薬手帳を利用した、ピクトグラムシールを医療情報共有のための

ツールとして、地域から全国に広めていきたい！！


